
 

 

 

 

 

 

 

校長  櫻井 雅彦 

学校に生徒が戻り、ひっそりとしていた校舎に活気が戻ってきました。授業が本格的に

再開され、先週からは委員会活動や部活動も動き始めました。しかし、生活リズムの変化

や寒暖の差の激しさに体調不良を訴える生徒も少なくありません。十分な睡眠とバランス

のよい食事で、夏の暑さに負けない体づくりをしていきたいものです。 

さて、皆さんも「自己有用感」という言葉を耳にしたことがあると思います。「自己有用

感」とは、集団の中で自分が役に立つ人間だと感じる感情のことで、「感謝してもらえた」

「喜んでもらえた」というように、周りの人から感謝されることによって得られる感情で

す。小山中学校では、生徒の「自己有用感」を高めたいと考えています。 

自己有用感を高めるためにはどうしたら

いいのでしょうか？ 

１ しっかりと愛情を示す 

 「○○ちゃんがいるから私は幸せ」というように、その子の存在自体を認めてあげるこ

とが大切です。 

２ 異なる年齢の人との関わりを増やす 

 小山中学校では、異なる年齢との関わりを委員会活動や部活動で行っています。また、

地域の大人や高齢者との関わりも有効です。 

３ 親子で奉仕作業に参加する 

 ボランティアと聞くとちょっと敷居が高く感じるかもしれませんが、ゴミ拾いや花壇の

整備などでもかまいません。気軽にできるものを、休日などを利用して一緒にやってみて

はいかがでしょう。 

４ お手伝いなど家庭内で役割を与える 

自分に役割が与えられることによって、自分は家族の一員であることや自分が家族から

信頼されていると感じることができます。 

５ 子どもが頑張ったことをきちんと褒める 

結果ばかりに目が行きがちですが、子どもが何かをやり遂げた際には結果だけではなく、

子どもが頑張ったことについて褒めることも必要です。 
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具体的に、自己有用感とは 

・誰かの役に立っていると感じる 

・誰かに必要とされていると感じる 

・誰かが自分に関心を持っていると感じる 

・自分に何らかの役割があると感じる 

・自分がいないとさみしいと感じる人がいる 

・自分がいないと困る人がいる 

・自分の存在を認めてくれる人がいる 

自己有用感が高いとどんな人になるの 

・積極性がある人 

・人と関わることが好きな人 

・思いやりがある人 

・協調性がある人 

・主体性のある人 

学校と家庭、そして地域が協力して、小山中生のよさを認めていきましょう。 



学校再開準備段階の５月27日(水)に生徒がタブレットを自宅に持ち帰り、担任とのオン

ラインホームルームで動作確認を行いました。担任が生徒一人一人に声を掛け、画面で元

気な姿を確認することができました。小山町の多大なる御支援のもと、自宅でも使えるよ

うにタブレットを再設定し、オンライン授業ができるようにソフトをインストールしてい

ただきました。今後第２波等による臨時休校に備え、オンライン授業やオンライン健康観

察などの準備が整いました。今後もタブレットを駆使した授業の準備を教員が進めていき

ます。 

   

 臨時休校中にグラウンドの草が大量に生い茂りました。休校中も何人かの教師で作業を

しましたが、なかなか追いつきませんでした。そのような中、野球部３年生の石川琢真さ

ん、大岡楓顕さん、土屋瑠稀さんが休校中に自主的に草取りをしていて感心しました。ま

た、27 日(水)には３年生の学年委員が「学級対抗草取り競争」を企画し、学年全員で草取

り作業を行いました。体育の授業でも２年生が一生懸命に作業していました。小山中生の

前向きで献身的な姿を誇らしく思いました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ボランティア募集のお知らせ 

 新型コロナウイルス感染防止策として、毎日、職員による消毒作業や清掃作業を行っ

ていますが、手が足りないのが現状です。そこで、保護者の方、小山中学区に在住の地

域の方から学校ボランティアを募集したいと思います。内容等は下記のとおりです。趣

旨に賛同し、御協力いただける方は、学校（教頭：76-0154）まで御連絡ください。 

１ 活 動 日   当面は７月６日～８月３日までの毎週月曜日 

生徒下校後の 15:30～16:30 

２ 活動内容      ・教室の机、椅子、手すり、ドアノブ、水道回り等の消毒 

         ・北校舎男女トイレの清掃と消毒 

         ・北校舎階段の清掃 



 今年度初めての避難訓練を行いました。非常階段を実際に使用し、避難場所であるテニ

スコートへ無言で素早く避難することができました。校舎からテニスコートまでは道路を

横断しなければなりませんが、教員を横断歩道に配置し、生徒の安全確保にも努めました。

避難から全校生徒の点呼までに４分程で完了するとともに、通学区生徒会ごとの点呼もス

ムーズにできました。今後は緊急地震速報対応の訓練や南校舎からの避難等も計画し行っ

ていく予定です。 

   

 ５月22日に文部科学省から「学校の新しい生活様式」が提言され、小山中学校でも感染

防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗いを徹底しています。

また、授業や給食、清掃についての生活様式も一新して取り組んでいます。授業ではグル

ープ活動を行わずにタブレットを活用して意見を共有できるようにしたり、音楽の歌唱で

は広いスペースで間隔をあけて練習を行ったりしています。また、給食は配膳方法を変え、

全員が前を向いて無言で食事をしています。全校集会や生徒会企画もオンラインで行いま

した。様々な学校生活の中で感染予防を生徒が意識して取り組めていることは素晴らしい

と思います。毎日の健康観察、手洗いの励行、咳エチケットの徹底、３密の回避、抵抗力

を高めるなどの「新しい生活様式」を踏まえた家庭での取組にも御協力をお願いします。 

   

     



 

 

 

熱中症予防 
 今年も暑い日が続くようです。部活動が本格的に始まりましたが、熱中症予防のために、

十分に健康管理に配慮していきます。汗拭きタオル、着替え、水筒の準備をお願いします。 

１ 部活動開始前に顧問が健康観察を行います。 

２ 健康観察で、次のような訴えがある場合は、無理に運動をさせないようにします。 

(1) 体調不良（疲労、発熱、頭痛、腹痛、下痢、手足の痛み）や睡眠不足 

(2) 食欲不振または欠食 

３ WBGT（湿球黒球温度）の測定結果を基準に活動を中止したり制限したりします。 

４ 激しい運動や持久走など、体温が上昇しやすい運動は避けるようにします。 

５ 運動をする場合は、少なくとも30分に一度は休憩し、水分補給を行うようにします。 

日 曜 給食 行　事　予　定

1 水 〇
あいさつ運動　PTA役員会
内科検診2年生

2 木 〇
3 金 〇 内科検診3年生
4 土
5 日
6 月 〇
7 火 〇 群青祭実行委員会
8 水 〇

9 木 〇
3年生進路説明会（北駿4高校来校）
検尿2次

10 金 〇
11 土
12 日
13 月 〇
14 火 〇 専門委員会　校医相談日
15 水 〇 検尿2次予備日
16 木 〇
17 金 〇 読み聞かせ　英語検定
18 土 テスト前部活動なし
19 日 テスト前部活動なし
20 月 〇

21 火 〇
集金日　生徒集会
中間テスト（5教科）

22 水 〇

23 木
海の日
フレンドリーマッチ①
野球、女子バレー、女子テニス

24 金
スポーツの日
フレンドリーマッチ②
男子テニス、男子卓球

25 土
フレンドリーマッチ③
バスケ、サッカー

26 日
27 月 〇
28 火 〇 部活動報告会
29 水 〇 検尿3次
30 木 〇 生徒会役員選挙
31 金 〇

７月の行事予定 

部活終了 17:15 

完全下校 17:30 

定時バス 17:40 

 ８月初旬に夏季休業中のしおりが配

布されますので、生活、学習について御

確認をお願いします。今年度の夏季休業

中の部活動は実施しません。 

また、三者面談が始まります。日程を

調整し、案内通知を出させていただきま

す。２ヶ月間の学校生活の様子をお伝え

しながら、夏休みに向けての課題を明確

にしていきたいと考えています。 

 駿東地区中体連が中止となったため、

代替措置として23日から25日までの期

間で３年生を中心としたフレンドリー

マッチ（交流試合）を近隣の学校と練習

試合形式で行います。感染防止のため、

保護者の方の観戦はお断りしています

ので、御理解と御協力をお願いします。

会場等につきましては顧問から連絡さ

せていただきます。 

 群青祭体育の部、文化の部の実行委員

会が組織され、これから準備が進められ

ていきます。今年度は半日ずつの平日開

催を予定しています。詳細につきまして

は後日文書を出させていただきます。 

 ３年生を対象にした進路説明会を開

催します。北駿地区にある４つの高校の

先生を招き、学校紹介や求める生徒像、

進学先や就職先などについて説明をし

ていただきます。進路選択の重要な情報

となりますので、御参加ください。 


